
2007
January

広報広報広報

1No.23

INDEXINDEX
②新年のごあいさつ②新年のごあいさつ
④1212月議会定例会月議会定例会
⑧ケーブルテレビ加入申込会のお知らせ⑧ケーブルテレビ加入申込会のお知らせ
⑩EnjoyEnjoyスポーツスポーツ
⑪わがまちトピックス⑪わがまちトピックス
⑭くらしの連絡帳⑭くらしの連絡帳
⑳おおきくなあれ、今月の表紙は…⑳おおきくなあれ、今月の表紙は…

INDEXINDEX
②新年のごあいさつ②新年のごあいさつ
④1212月議会定例会月議会定例会
⑧ケーブルテレビ加入申込会のお知らせ⑧ケーブルテレビ加入申込会のお知らせ
⑩EnjoyEnjoyスポーツスポーツ
⑪わがまちトピックス⑪わがまちトピックス
⑭くらしの連絡帳⑭くらしの連絡帳
⑳おおきくなあれ、今月の表紙は…⑳おおきくなあれ、今月の表紙は…

INDEX
②新年のごあいさつ
④12月議会定例会
⑧ケーブルテレビ加入申込会のお知らせ
⑩Enjoyスポーツ
⑪わがまちトピックス
⑭くらしの連絡帳
⑳おおきくなあれ、今月の表紙は…

子どもたちの子どもたちの
　笑顔が福を呼ぶ　笑顔が福を呼ぶ¡
子どもたちの子どもたちの
　笑顔が福を呼ぶ　笑顔が福を呼ぶ¡
子どもたちの
　笑顔が福を呼ぶ¡

親子ミニ門松づくり親子ミニ門松づくり親子ミニ門松づくり親子ミニ門松づくり親子ミニ門松づくり

笑

福福福 来

門う には

る



平
成

年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、

穏
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
大
変
多
く
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

中
能
登
町
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

予
定
し
て
い
た
事
業
を
お
お
む
ね

順
調
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

月
に

は
新
町
で
初
め
て
の
町
議
会
議
員

選
挙
が
執
行
さ
れ
、

月
に
は
知

的
障
害
者
複
合
施
設

つ
ば
さ

を
皇
太
子
殿
下
が
御
視
察
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、

回
目
の
町
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る

織
姫
夏
も
の
が
た
り

の
開
催
や
、

月
に
は
町
の
主
要

事
業
で
あ
り
ま
す
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
の
地
区
説
明
会
の
開
催
、

月
に
は
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
事
業
に
お
い
て
も
、

町
民
の
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
協

力
を
頂
い
た
お
か
げ
で
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
中
能
登
町
も
誕
生
し
て

早

年
目
を
迎
え
ま
す
。

全
国
で

千
以
上
あ
っ
た
市
町

村
が
、
本
年

月
末
に
は
約

千

百
弱
に
ま
で
減
少
し
、
県
内
に

お
い
て
も

あ
っ
た
市
町
村
が
半

分
以
下
の

市
町
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
う
し
た
大
き
な
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て

町
政
を
運
営
す
る
た
め
、
中
能
登

町
総
合
計
画
を
策
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

計
画
の
基
本
理
念
と
致
し
ま
し

て
、
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い

心
を
育
む

中
能
登
町
を
掲
げ
、

真
の
豊
か
さ
を
求
め
た
地
域
づ
く

り
を
、
町
民
の
皆
様
方
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
く
事
と
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
も
っ
た
地
域
が
独
自

性
を
競
い
合
い
、
あ
る
い
は
連
携

し
な
が
ら
、
時
代
を
創
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

地
域
の
力
量
、
知
恵
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
問
わ
れ
る
時
代
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
現
在
町

で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
工
事
を
進
め
て
お
り
、
高
度

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
と
情
報
の

交
流
、緊
急
防
災
情
報
の
伝
達
等
、

今
後
と
も

安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り

の
た
め
の
基
盤
整
備
と

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
一
年
が
町
民
の

皆
様
、
そ
し
て
故
郷
を
離
れ
て
御

活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
明
る
く
幸
せ
な
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
く

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
議
員
在
任
特
例
期
間

中
能
登
町
長

杉
本

栄
蔵

中
能
登
町
議
会
議
長

若
狭

明
彦

満
了
後
の
選
挙
に
お
い
て
、

人

の
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
議
員

一
同
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
そ

の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
深
く

自
覚
し
、
清
新
で
活
発
な
議
会
活

動
を
通
じ
て
、
そ
の
重
責
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

新
町
が
誕
生
し
て

度
目
の
新

春
を
迎
え
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
行
財
政
改
革
の
推
進

を
は
じ
め
、
情
報
化
社
会
に
対
応

し
た
情
報
網
の
整
備
や
少
子
化
に

と
も
な
う
教
育
環
境
の
整
備
、
子

育
て
支
援
、
産
業
の
育
成
な
ど
喫

緊
の
課
題
や
長
期
的
な
視
野
に
た

っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多

く
の
問
題
、
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
町
民
の
皆

様
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
議
会
と
し
て
の
役
割
と
機

能
を
発
揮
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、本
年
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

十二支
亥の縁起話

中国の殷（紀元前
年頃 紀元前 年）の
時代、王充（おういつ）
という人が文献を書い
たことが始まりで、日
本に伝わったのは 世
紀半ば頃、江戸時代に
は庶民の間に浸透しま
した。
十二支は、元々作者

が民衆に浸透させるた
めに、わかりやすい人
気の動物ばかりを選ん
だそうです。

亥の縁起話

猪（いのしし）の肉は、
万病を防ぐと言われ、
無病息災の象徴とされ
ています。

亥の特徴

勇気と冒険



田
中
治
夫
議
員

中
能
登
町
の
小
学
校
再
編
は
、

旧
町
単
位
で
の
統
合
あ
り
き
と

い
っ
た
大
人
達
の
考
え
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
や

父
兄
の
立
場
で
の
、
人
づ
く
り
教

育
に
向
け
た
再
編
を
望
む
。

答
弁

杉
本
町
長

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
中
能

登
町
学
校
統
合
検
討
委
員
会
よ
り

答
申
を
い
た
だ
き
、
私
は
、
こ
の

答
申
を
尊
重
し
て
議
会
と
相
談
し

な
が
ら
、
学
校
再
編
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
統
合
中
学
校
の
建
設

実
現
に
向
け
努
力
し
、
小
学
校
再

編
は
答
申
を
尊
重
し
色
々
な
ご
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
更
に
検
討

を
重
ね
、
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

月
議
会
で
も
お
答
え

し
ま
し
た
が
、
提
出
さ
れ
た
署
名

に
つ
い
て
も
、
変
わ
ら
ず
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
人
材
を
育
て
て

こ
そ
、
地
域
発
展
に
繋
が
る
と
信

じ
て
お
り
、
教
育
は
そ
の
礎
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
能
登
町
の
小
学
校
再
編
は
、

旧
町
単
位
で
の
統
合
あ
り
き
と

い
っ
た
大
人
達
の
考
え
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
や

父
兄
の
立
場
で
の
、
人
づ
く
り
教

育
に
向
け
た
再
編
を
望
む
。

【
学
校
再
編
】

質
問

出
さ
れ
た
条
例

件
、
各
会

計
補
正
予
算

件
、
決
算
認

定

件
、
同
意

件
、
基
本
構
想

な
ど

件
の
議
案
並
び
に
請
願

件
の
計

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

月
定
例
会
か
ら

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

件
は
、
再
び
教
育
民
生
常
任
委
員

会
へ
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
他
案
件
は
、
全
て
が
原

案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
認
定
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

日
目
に
は
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
学
校
統
合
に
関
す
る

質
問
で
、
杉
本
町
長
が
、
統
合
中

学
校
は
新
規
に
建
設
す
る
意
向
で
、

平
成

年
度
か
ら
、
校
舎
建
設
に

向
け
て
の
調
査
予
算
を
計
上
し
た

い
と
、
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

町
総
合
計
画
基
本
構
想

合
併
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た

中
能
登
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
踏
ま
え
、
中
能
登
町
の
よ
り
よ

い
将
来
像
を
描
い
た

総
合
計
画

基
本
構
想

を
立
案
策
定
。

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組

合
規
約
の
変
更

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
変

更
な
ど
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

委
員

名
の
推
薦
に
同
意

山
田

洋
一
氏
（
井
田
）

寺
西

外
美
氏
（
徳
前
）

平
成

年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

歳
入
歳
出
で
総
額

億

万

千
円
を
追
加
。

主
な
内
容

・
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
委
託
料
。

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
の
換
地

清
算
金
。

・
能
登
部
下
の
桜
新
町
宅
地
造
成

（

区
画
）
工
事
費
。

・
災
害
復
旧
工
事
費（
し
ぎ
の
川
、

小
竹
川
、大
谷
内
川
、
号
排
水
路
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

療
養
給
付
費
及
び
保
険
財
政
共

同
安
定
化
事
業
拠
出
金
で
総
額

億

万

千
円
を
追
加
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

電
算
シ
ス
テ
ム
処
理
の
追
加
な

ど
、
総
額

万
円
を
追
加
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計

工
事
請
負
費
の
放
送
セ
ン
タ
ー

設
置
に
伴
う
費
用
で
総
額

万
円

を
追
加
。

水
道
事
業
会
計

水
道
管
の
修
繕
や
新
規
住
宅
の

給
水
工
事
な
ど
、
収
益
的
収
入
支

出
で
総
額

万

千
円
、
資

本
的
支
出
で

万
円
を
追
加
。
ま

た
、
企
業
債
限
度
額
の
組
替
え
。

平
成

年
度
会
計

決
算
審
査
実
施

議
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

月
に
開
催
さ
れ
、
平
成

年
度

中
能
登
町

会
計
の
決
算
内
容
に

つ
い
て
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
審
査
結
果
は
、
今
後
、
新
年
度

の
予
算
編
成
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

提 月月
定定
例例
会会
開開
催催

月
定
例
会
開
催

能
登
町
議
会
第

回（

月
）

定
例
会
が
、

月

日
か
ら

日
ま
で
の
、

日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中

中能登町
議会
中能登町
議会

町政に関する様々な問題が話し合われました町政に関する様々な問題が話し合われました

月
定
例
会
で
は
、

日
に
質

疑
、

日
に
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は

人
の
議
員
が

登
壇
し
、
地
域
振
興
や
社
会
福
祉

の
向
上
、
学
校
問
題
な
ど
の
積
極

的
な
質
問
や
答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
に
、
一
般
質
問
の
内
容
に

つ
い
て
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

月
定
例
会
で
は
、

日
に
質

疑
、

日
に
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は

人
の
議
員
が

登
壇
し
、
地
域
振
興
や
社
会
福
祉

の
向
上
、
学
校
問
題
な
ど
の
積
極

的
な
質
問
や
答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
に
、
一
般
質
問
の
内
容
に

つ
い
て
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

坂
井
幸
雄
議
員

国
債
発
行
額
の
圧
縮
に
伴
い
、

地
方
交
付
税
抑
制
が
予
想
さ
れ
る

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
総
合

計
画
で
の
基
本
理
念
が
示
さ
れ
た

が
、
新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

の
重
点
施
策
は
。

答
弁

杉
本
町
長

平
成

年
度
の
重
点
課
題
と
す

る
継
続
事
業
は
、
町
道
改
良
及
び

消
雪
、
県
営
で
の
ほ
場
整
備
及
び

老
朽
た
め
池
整
備
、
上
水
道
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
更
新
、
上
水
道
施
設

集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
整
備
、
公
共

下
水
道
事
業
に
よ
る
鳥
屋
北
部
浄

化
セ
ン
タ
ー
と
鹿
島
東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の

系
列
増
設
等
の

事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
事
業
と
し
て
は
、
上
水

道
送
水
管
・
連
絡
管
整
備
、
図
書

館
シ
ス
テ
ム
統
合
、
学
校
統
合
整

備
等
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
す

の
で
、
施
策
の
重
要
度
、
優
先
度

を
勘
案
し
な
が
ら
議
会
と
も
相
談

し
、
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

国
債
発
行
額
の
圧
縮
に
伴
い
、

地
方
交
付
税
抑
制
が
予
想
さ
れ
る

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
総
合

計
画
で
の
基
本
理
念
が
示
さ
れ
た

が
、
新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

の
重
点
施
策
は
。

【
新
年
度
予
算
編
成
の

重
点
施
策
】

質
問

・
教
育
に
新
聞
を
活
用
し
て
は
？

・
農
業
関
係
に
つ
い
て

宮
下
為
幸
議
員

北
海
道
や
福
岡
県
で
の
、
い
じ

め
を
苦
に
自
殺
し
た
小
・
中
学
生

の
痛
ま
し
い
事
件
を
契
機
に
、
石

川
県
で
も
い
じ
め
調
査
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
町
で
の
対
応
策
は
。

答
弁

池
島
教
育
長

全
国
で
、
い
じ
め
に
よ
り
自
ら

の
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
い
じ
め
の
実
態
把
握
と
今
後

の
問
題
取
り
組
み
に
生
か
す
た

め
、
県
内
全
て
の
公
立
学
校
の
児

童
生
徒
を
対
象
に
、
実
態
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
学
校
で
も
、
調
査
集
計

と
分
析
が
終
了
し
、
少
し
で
も
気

に
な
る
結
果
が
見
ら
れ
れ
ば
、
直

ち
に
子
ど
も
た
ち
と
の
面
談
や
学

級
で
の
話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ

て
、
情
報
収
集
と
対
応
策
の
検
討

を
行
い
、
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
集
計
分
析
中
の
実

態
調
査
結
果
、
並
び
に
指
導
や
対

策
方
針
等
は
各
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ

ま
と
め
て
実
践
し
ま
す
が
、
町
教

北
海
道
や
福
岡
県
で
の
、
い
じ

め
を
苦
に
自
殺
し
た
小
・
中
学
生

の
痛
ま
し
い
事
件
を
契
機
に
、
石

川
県
で
も
い
じ
め
調
査
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
町
で
の
対
応
策
は
。

【
い
じ
め
対
策
】

質
問

育
委
員
会
で
も
今
後
報
告
を
受
け

十
分
に
把
握
し
、
学
校
へ
の
支
援

や
保
護
者
の
方
へ
の
相
談
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
鍼
灸
の
助
成
券
発
行
に
つ
い
て

・
宅
地
造
成
に
つ
い
て

諏
訪
良
一
議
員

大
宮
坊
や
林
道
城
石
線
の
整
備

で
、
年
々
観
光
や
散
策
に
石
動
山

を
訪
れ
る
方
が
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
電
話
で
の
通
話
が
大

変
不
便
で
、
利
用
者
の
便
宜
や
緊

急
時
で
の
対
応
の
た
め
に
も
、
早

期
の
通
話
不
便
さ
解
消
を
。

答
弁

杉
本
町
長

石
動
山
は
、
大
宮
坊
や
資
料
館

な
ど
が
あ
り
、
平
成

年
度
で
は

約

万
人
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す

が
、
携
帯
電
話
で
の
通
話
が
で
き

に
く
い
な
ど
、
不
便
さ
を
感
じ
た

方
も
い
た
と
思
い
ま
す
。

緊
急
時
に
お
い
て
は
、
資
料
館

や
大
宮
坊
に
あ
る
電
話
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
休
館
日
に
は
利
用

で
き
な
い
の
が
現
状
で
、
災
害
等

で
の
電
話
線
断
線
の
恐
れ
も
あ
り
、

大
宮
坊
や
林
道
城
石
線
の
整
備

で
、
年
々
観
光
や
散
策
に
石
動
山

を
訪
れ
る
方
が
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
電
話
で
の
通
話
が
大

変
不
便
で
、
利
用
者
の
便
宜
や
緊

急
時
で
の
対
応
の
た
め
に
も
、
早

期
の
通
話
不
便
さ
解
消
を
。

【
石
動
山
の
通
話
不
便
さ

解
消
策
】

質
問

杉
本
町
長

町
の
将
来
像
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会議録の公開

掲載しました一般質問は、議会で発言された内容の一部です。

定例会の内容は会議録に全て記録されています。

なお、本 月定例会の会議録は、町内各図書館並びに、町ホー

ムページで 月上旬頃に掲載されますので、ご覧ください。

会議録の公開

掲載しました一般質問は、議会で発言された内容の一部です。

定例会の内容は会議録に全て記録されています。

なお、本 月定例会の会議録は、町内各図書館並びに、町ホー

ムページで 月上旬頃に掲載されますので、ご覧ください。

携
帯
電
話
で
の
緊
急
連
絡
方
法
の

確
保
も
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
誰
も
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
固
定
電
話
の
設
置
の

他
、
携
帯
電
話
で
の
ア
ン
テ
ナ
基

地
局
建
設
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
石

動
山
の
史
跡
内
で
の
基
地
局
建
設

は
極
め
て
難
し
く
、
基
地
局
以
外

の
方
法
で
の
通
話
エ
リ
ア
拡
充
に

向
け
て
、
携
帯
電
話
会
社
へ
要
望

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
被
保
険
者
証
（
カ
ー
ド
）
の
更

新
に
つ
い
て

・
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
つ

い
て

甲
部
昭
夫
議
員

町
内
の
中
学
校
統
合
問
題
で

は
、
合
併
時
に
鹿
西
中
学
校
を
使

用
す
る
か
、
新
校
舎
を
建
設
す
る

か
の

案
が
出
さ
れ
て
い
た
。
現

在
は
、
新
校
舎
建
設
と
聞
く
が
、

町
長
の
学
校
統
合
の
考
え
は
。

答
弁

杉
本
町
長

学
校
統
合
問
題
は
、
合
併
協
議

会
で
も
小
子
化
が
進
む
中
、

日

で
も
早
く
統
合
中
学
校
を
開
校
す

べ
き
と
の
答
申
が
な
さ
れ
た
た

め
、
本
年

月
に
学
校
統
合
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
協
議
い
た

だ
き
、
こ
の
程
、
そ
の
答
申
を
受

け
ま
し
た
。

私
は
、
合
併
の
基
本
理
念
で
あ

る
現
有
施
設
の
有
効
利
用
と
財
政

面
も
考
慮
し
つ
つ
、
今
回
の
答
申

を
真
摯
に
受
け
止
め
熟
慮
し
た
結

果
、
教
育
環
境
、
通
学
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
適
切
な
場
所
に
統
合

中
学
校
の
新
校
舎
を
建
設
す
べ
き

と
の
思
い
に
達
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
統
合
中
学
校
建
設
準

備
検
討
委
員
会
（
仮
称
）
を
立
ち

上
げ
検
討
い
た
だ
き
、
平
成

年

度
予
算
に
は
計
画
設
計
等
を
予
算

計
上
し
て
、
建
設
に
向
け
本
格
的

町
内
の
中
学
校
統
合
問
題
で

は
、
合
併
時
に
鹿
西
中
学
校
を
使

用
す
る
か
、
新
校
舎
を
建
設
す
る

か
の

案
が
出
さ
れ
て
い
た
。
現

在
は
、
新
校
舎
建
設
と
聞
く
が
、

町
長
の
学
校
統
合
の
考
え
は
。

【
学
校
統
合
問
題
】

質
問

に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
建
設
場
所
、
規
模
、
敷

地
等
は
全
く
白
紙
状
態
で
、
現
有

施
設
の
利
用
方
法
等
も
含
め
、
議

会
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、小
学
校
の
統
合
問
題
は
、

統
合
中
学
校
建
設
後
に
、
将
来
を

展
望
し
た
形
で
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
小
・
中
学
校
で
の
い
じ
め
、
自

殺
問
題
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
費
未
納
に
つ
い
て

武
田
純
一
議
員

浴
場
施
設
で
あ
る
ゆ
う
ゆ
う
、

憩
、
天
平
の
里

の
料
金
や

運
営
体
制
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
県
知
事
許
可
を
受

け
た
公
衆
浴
場
で
あ
り
、
経
営
の

一
本
化
や
料
金
及
び
サ
ー
ビ
ス
の

統
一
化
を
図
る
こ
と
で
、
不
公
平

感
の
解
消
と
経
費
節
減
に
向
け
た

健
全
経
営
が
で
き
な
い
か
。

答
弁

杉
本
町
長

浴
場
施
設
の

施
設
は
、
い
ず

れ
も
公
衆
浴
場
法
の
認
可
を
受
け

浴
場
施
設
で
あ
る
ゆ
う
ゆ
う
、

憩
、
天
平
の
里

の
料
金
や

運
営
体
制
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
県
知
事
許
可
を
受

け
た
公
衆
浴
場
で
あ
り
、
経
営
の

一
本
化
や
料
金
及
び
サ
ー
ビ
ス
の

統
一
化
を
図
る
こ
と
で
、
不
公
平

感
の
解
消
と
経
費
節
減
に
向
け
た

健
全
経
営
が
で
き
な
い
か
。

【
町
営
公
衆
浴
場
の
統
一
化
】

質
問

て
営
業
行
為
を
し
て
い
る
部
分
は

同
じ
で
す
が
、
運
営
主
体
が
違
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
公
衆
浴
場
で
あ

り
、
健
全
な
経
営
を
図
る
う
え
で

も
、
今
後
、
統
一
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
建
設

時
の
目
的
、
施
設
設
備
及
び
利
用

対
象
者
も
違
う
た
め
、
同
一
料
金

に
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
現
在

の
利
用
料
金
や
対
象
者
に
も
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
今
後
、
段
階
的
に

均
衡
の
と
れ
た
運
営
形
態
に
統
一

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
憩

で
の
ボ
デ
ィ
ー

ソ
ー
プ
備
え
付
け
は
、
過
剰
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
利
用
料
金
の
一
部

と
考
え
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
平
成

年
度
予
算
に
つ
い
て

笹
川
広
美
議
員

子
ど
も
達
が
人
生
で
よ
り
深
く

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
う
え

で
、
読
書
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
読
書
活
動
の
推

進
に
学
校
図
書
は
最
も
重
要
な
役

割
が
あ
る
。
蔵
書
数
に
よ
る
読
書

子
ど
も
達
が
人
生
で
よ
り
深
く

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
う
え

で
、
読
書
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
読
書
活
動
の
推

進
に
学
校
図
書
は
最
も
重
要
な
役

割
が
あ
る
。
蔵
書
数
に
よ
る
読
書

【
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
】

質
問

量
の
違
い
も
明
ら
か
で
あ
り
、
図

書
の
予
算
化
や
蔵
書
数
は
適
正
か
。

ま
た
、
町
内

学
校
を

人
の

図
書
館
司
書
が
担
当
し
て
い
る

が
、
読
書
量
の
向
上
と
指
導
の
た

め
に
も
司
書
の
増
員
配
置
を
望
む
。

答
弁

池
島
教
育
長

学
校
図
書
で
の
国
の
平
成

年

度
標
準
施
設
単
価
と
し
て
積
算
す

る
と
、
町
内

小
学
校

学
級
で

は

万

千
円
で
、
中
能
登

町
予
算
で
は
平
成

年
度
が

万
円
、
平
成

年
度
が

万
円
で
す
。

ま
た
、

中
学
校

学
級
で
の

国
の
標
準
は

万

千
円

で
、
町
予
算
で
は
平
成

年
度
及

び
平
成

年
度
で
共
に

万

千
円
で
す
。

蔵
書
数
で
は
、
現
在
、
町
内
の

小
学
校
は

冊
で
充

足
率

％
、
中
学
校
で
は

冊
で
充
足
率

％
で
あ
り
、
今
後
も
順
次
新
し

い
図
書
を
購
入
し
、整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
図
書
で
の
図
書
館

司
書
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
各
学

校
か
ら
の
強
い
要
望
に
応
え
、
今

年
度
か
ら
町
で
一
人
を
採
用
し
、

校
を
掛
け
持
ち
で
巡
回
指
導
し

て
お
り
、
教
育
現
場
か
ら
は
大
変

良
か
っ
た
と
の
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

量
の
違
い
も
明
ら
か
で
あ
り
、
図

書
の
予
算
化
や
蔵
書
数
は
適
正
か
。

ま
た
、
町
内

学
校
を

人
の

図
書
館
司
書
が
担
当
し
て
い
る

が
、
読
書
量
の
向
上
と
指
導
の
た

め
に
も
司
書
の
増
員
配
置
を
望
む
。

し
か
し
、
各
学
校
へ
月

回
の

指
導
で
は
本
来
の
良
さ
が
十
分
に

発
揮
で
き
な
く
、
増
員
を
お
願
い

し
た
い
と
の
声
も
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
の
応
援
が

で
き
な
い
か
、
ま
た
、
司
書
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
町
職
員
の
方

が
、
学
校
図
書
の
司
書
と
し
て
の

配
置
が
で
き
な
い
か
な
ど
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
い
じ
め
・
不
登
校
の
問
題
に
つ

い
て

・
不
法
投
棄
に
つ
い
て

杉
本
平
治
議
員

能
登
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
伴
い
、
医
療
施
設
の
充
実
は

必
然
的
で
、
能
登
地
域
全
体
の
住

民
の
命
を
守
る
医
療
機
関
と
し

て
、
能
登
総
合
病
院
の
果
た
す
役

割
や
位
置
付
け
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
今
後
の
病
院
経
営
や
病
院
が

抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
行
政

と
し
て
の
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

杉
本
町
長

能
登
総
合
病
院
の
経
営
改
革
に

つ
い
て
は
、
経
営
改
革
委
員
会
の

能
登
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
伴
い
、
医
療
施
設
の
充
実
は

必
然
的
で
、
能
登
地
域
全
体
の
住

民
の
命
を
守
る
医
療
機
関
と
し

て
、
能
登
総
合
病
院
の
果
た
す
役

割
や
位
置
付
け
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
今
後
の
病
院
経
営
や
病
院
が

抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
行
政

と
し
て
の
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
能
登
総
合
病
院
の
諸
問
題
】

質
問

答
申
を
受
け
、
経
営
改

善
計
画
を
策
定
し
、
赤

字
解
消
に
向
け
て
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
経

営
診
断
を
行
い
、
院
長

以
下
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、

年
度
で
単
年
度

黒
字
化
を
目
指
し
、
鋭

意
努
力
し
て
い
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

医
師
の
確
保
、
病
床

の
利
用
率
向
上
で
の
収

入
増
。

給
与
費
等
の
削
減
、

効
率
的
な
人
員
配
置
で

の
経
費
削
減
に
よ
る
収

益
の
向
上
。

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
。

な
ど
の
方
針
に
よ
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

自
治
体
の
病
院
経
営
は
、
独
立

採
算
が
原
則
で
す
が
、
不
採
算
医

療
へ
の
関
わ
り
や
医
療
水
準
の
向

上
、
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強

化
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
む
の

が
役
割
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
能
登
総
合
病

院
に
対
し
て
は
、
中
能
登
町
も
応

分
の
負
担
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た

県
に
対
し
て
も
能
登
地
域
の
中
核

的
総
合
病
院
と
し
て
の
役
割
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
支
援
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
他
質
問

・
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
の
諸
問
題

・
国
保
運
営
に
つ
い
て
の
要
望

一般質問で答弁に立つ杉本町長一般質問で答弁に立つ杉本町長

質問・答弁を熱心に聞き入る傍聴人質問・答弁を熱心に聞き入る傍聴人



ーブルテレビの加入申込会を右表のとおり開催し
ます。後日配布する 加入申込書 に必要事項を記入
し提出してください。加入申込会に出席できない場合
でも、役場窓口サービスセンターでお申し込みするこ
とができます。
なお、今回お申し込みいただける方は、平成 年
月までに工事承諾書を提出された個人住宅のみとさせ
ていただきます。

承諾書数
仮申込状況 プラン名

全体数 ライト ミニ エンジョイ スーパー

件
加入数 件 件 件 件 件

加入率 ％ ％ ％ ％ ％

承諾書数
仮申込状況 プラン名

全体数 ライト ミニ エンジョイ スーパー

日 時 申込会場

月 日（月）

時
間
は
全
て

午
後

時

時

分

後山集会所

月 日（火） カルチャーセンター飛翔

月 日（水） のとべ児童館

月 日（木） かねまる交流館

月 日（金） パルみおや

月 日（月） 東馬場公民館

月 日（火） ラピア鹿島

月 日（水） ふれあい交流館北部

月 日（木） 二宮ふれあいセンター

月 日（金） 瀬戸会館

月 日（火） 新庄厚生館

月 日（水） 保健センターすくすく

月 日（木） ラポールよしかわ

日 時 申込会場

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

月 日（月）から順次開催
お問い合わせ
中能登町企画課情報担当（鳥屋庁舎）

ービス開始（ 月予定）前に申し込みいただく場
合、申込から視聴までの流れは、次のとおりです。

宅内工事指定業者はこれから募集します。決まりましたらお知らせします。
ケーブルテレビの宅内工事は町設備も取り扱うため、指定業者以外の業者
や個人で工事することはできません。

ケ

サ

事承諾書を提出していただいた方のケーブルテレビ加入仮申込み状況をお知らせします。工
ケーブルテレビ加入仮申込状況（ 月 日現在）

加入申込
加入申込書を役場に提出（ 月から受付開始）

加入申込

工事開始通知
広報等でお知らせします（試験放送開始以降）
工事開始通知

工事申込
加入者から宅内工事指定業者 に工事申込
工事申込

工事連絡
宅内工事指定業者から加入者に工事日程の連絡
工事連絡

工事実施
宅内工事指定業者が配線工事（工事費全額加入者負担）
工事実施

完了引渡
機器調整後、加入者確認
完了引渡

視聴開始視聴開始

全 会場

県
民
エ
コ
ラ
イ
フ
大
作
戦
の
結
果

県
民
エ
コ
ラ
イ
フ
大
作
戦
の
結
果

球温暖化を防止していくための国際的な約束
京都議定書 の達成に向けて、石川県では、平

成 年までに、平成 年に比べて ％の二酸化
炭素が出る量を減らすという目標を立てていま
す。
県民エコライフ大作戦 は、市や町、企業、

各種団体など多くのみなさんと一緒に身近な地球
温暖化防止に取り組む活動です。

地

エコライフ項目
日以上
取組んだ
家庭数

取組み家庭
の割合
（％）

取組み
延べ
日数

全家庭の
平均取組み
日数

二酸化炭素
排出抑制量
（ ）

待機電力削減

こまめな消灯

エアコンの適正温度管理

自動車の使用抑制

家族の連続入浴

ブラインドの日よけ使用

冷蔵庫扉の適正開閉

マイバッグ等での買物

風呂の残り湯使用

ゴミの分別排出

詰替え商品選択購入

リサイクル商品選択購入

ばら売り商品選択購入

水道水の適正使用

食べ物を残さず食べる

エコライフ項目
日以上
取組んだ
家庭数

取組み家庭
の割合
（％）

取組み
延べ
日数

全家庭の
平均取組み
日数

二酸化炭素
排出抑制量
（ ）

県県民民エエココラライイフフ県民エコライフ
大大作作戦戦のの結結果果大作戦の結果

町では 家庭（小中学校、
住民団体、管内企業、町職員の計）
のみなさんにご協力いただきました。
期間中の二酸化炭素排出抑制量は、

でした。詳細は表のとお
りです。
なお、県全体では 枚の取組

みチェック表が回収され、排出抑制
量は トンとなりました。詳細
は石川県環境政策課のホームページ
（

）
に掲載されていますのでご覧くださ
い。
二酸化炭素の排出を少なくするに
は、家庭での取組みが大切です。
これからも省エネに努めましょう。

当

項目ごとの取組み結果

平成 年度から
品目横断的経営安定対策を実施

府は昨年の 月に、平成 年を見通した新たな 食料・農業・
農村基本計画 を決定し、実現に向け農業者及び農業団体、行政な
ど、関係者挙げての取組みを強化しています。特に担い手農家の確
保と育成及び優良農地の確保と有効利用が喫緊の課題とされていま
す。
昨年は、当町で 人の新たな認定農業者が誕生し、複数の集落で

集落営農の組織化に向けて取組まれています。そして、平成 年度
から新たな対策 品目横断的経営安定対策 が実施されます。同時
に耕作放棄地の解消にも取組み、担い手への農地利用集積や集落営
農の組織化・法人化についても、今まで以上に実践しますので、農
業委員活動にご理解、ご協力をお願いします。 （会長 右近武夫）

意欲と能力のある担い手に対象
を限定し、
（諸外国との生産コスト格差を埋
める）と の
種類の補てんで、その経営の安
定を図る施策。

意欲と能力のある担い手に対象
を限定し、
（諸外国との生産コスト格差を埋
める）と の
種類の補てんで、その経営の安
定を図る施策。

品品目目横横断断的的経経営営安安定定対対策策品目横断的経営安定対策

生産条件不利補正対策

収入減少影響緩和対策

政

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

（ 月 日 日）



第

回
石
川
県
市
町
対
抗

ふ
る
さ
と
駅
伝

月

日

加
賀
市

市
町
対
抗
部
門

第

位

中
能
登
町

第

区

赤
島

薫（
金

丸
）

（
区
間
賞
）

第

区

田
中

大
貴（
二

宮
）

第

区

長
田

晴
江（
武

部
）

第

区

久
保

芳
斗（
黒

氏
）

第

区

稲
垣
加
津
子（
高

畠
）

第

区

山
本

伸
幸（
能
登
部
下
）

ふ
る
さ
と
部
門

第

位

な
か
の
と

第

区

堂
前
み
づ
ほ（
能
登
部
下
）

第

区

小
幡

信
二（
良

川
）

（
区
間
賞
・
区
間
新
）

第

区

二
宮

尚
子（
小
田
中
）

第

区

北
野

貴
之（
川

田
）

第

区

林

麻
彩（
春

木
）

第

区

横
山

拓
生（
黒

氏
）

第

回
石
川
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

卓
球
大
会

月

日

石
川
県
体
育
館

男
子
個
人

中
学
生
の
部

第

位

土
屋
憲
太
郎（
金

丸
）

第

位

谷

一
樹（
能
登
部
下
）

第

回
能
登
地
区
ジ
ュ
ニ
ア

体
操
競
技
大
会

月

日

鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

低
学
年
男
子
の
部
（
個
人
総
合
）

第

位

吉
本

拓
洋（
小

竹
）

第

位

岡
山

佳
樹（
徳

前
）

第

位

鵜
家

克
海（
黒

氏
）

低
学
年
女
子
の
部
（
個
人
総
合
）

第

位

大
野
木

遥（
徳

前
）

第

位

楽
満

美
帆（

）

第

位

袋
井

沙
都（
芹

川
）

高
学
年
男
子
の
部
（
個
人
総
合
）

第

位

坂
井

泰
明（
良

川
）

第

位

屋
敷

拓
哉（

）

第

位

上
坂
宇
吉
郎（
末

坂
）

高
学
年
女
子
の
部
（
個
人
総
合
）

第

位

合
田

汐
里（
東
馬
場
）

第

位

高
田

奈
於（
小

竹
）

第

回
中
能
登
町
民

卓
球
大
会

月

日

鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第

位

出
雲

卓（
廿
九
日
）

第

位

池
田

康
範（
西
馬
場
）

第

位

久
田

宏
明（
能
登
部
下
）

打
越

貴
之（
羽

坂
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第

位

奥
本

睦
美（
春

木
）

第

位

山
辺
喜
美
枝（
金

丸
）

第

位

出
雲

美
弦（
廿
九
日
）

三
野

真
以（
末

坂
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス

第

位

池
田

康
範（
西
馬
場
）

久
田

宏
明（
能
登
部
下
）

第

位

曽
山

智
浩（
羽

坂
）

打
越

貴
之（
羽

坂
）

第

位

町
口

智
哉（
良

川
）

岡
本

尚
吾（
黒

氏
）

出
雲

卓（
廿
九
日
）

出
雲

卓
斗（
廿
九
日
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

第

位

奥
本

睦
美（
春

木
）

林

圭
子（
西
馬
場
）

第

位

菊
川

郁
美（
鹿
西
高
）

弘
灰
み
な
み（
鹿
西
高
）

第

位

三
野

由
以（
末

坂
）

曽
山

沙
智（
羽

坂
）

三
野

真
以（
末

坂
）

三
野

朋
美（
末

坂
）

男
子
カ
デ
ッ
ト

第

位

町
口

智
哉（
良

川
）

第

位

林

和
慶（
良

川
）

第

位

岡
本

尚
吾（
黒

氏
）

小
西

諒（
廿
九
日
）

女
子
カ
デ
ッ
ト

第

位

久
保
山
紗
希（
黒

氏
）

第

位

今
井

卓
子（
能
登
部
下
）

第

位

出
雲

沙
耶（
末

坂
）

馬
藤

弘
子（
徳

丸
）

男
子
ホ
ー
プ
ス

第

位

谷

純
樹（
能
登
部
下
）

第

位

出
雲

卓
斗（
廿
九
日
）

第

位

池
田

龍
一（
西
馬
場
）

三
野
浩
太
郎（
末

坂
）

女
子
ホ
ー
プ
ス

第

位

曽
山

沙
智（
羽

坂
）

第

位

笹
川

理
子（
末

坂
）

第

位

神
保

佳
奈（
良

川
）

堀
川

明
穂（
末

坂
）

男
子
カ
ブ

第

位

池
田

拓
也（
西
馬
場
）

第

位

鵜
家

俊
貴（
藤

井
）

第

位

本
吉

泰
大（
久

江
）

中
森

一
志（
最
勝
講
）

女
子
カ
ブ

第

位

三
野

朋
美（
末

坂
）

第

位

中
井

彩
乃（
東
馬
場
）

第

位

中
橋
野
々
花（
芹

川
）

松
田
ひ
か
り（
東
馬
場
）

バ
ン
ビ

第

位

出
雲

美
空（
廿
九
日
）

第

位

大
森

貴
斗（
能
登
部
上
）

第

位

笹
川

真
子（
末

坂
）

堀
川
穂
乃
香（
末

坂
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

第

位

塩
谷

隆（
つ
ば
さ
の
会
）

第

位

辻
森

浩
司（
高

畠
）

第

位

守
山

裕
之（
川

田
）

能
口

光
一（
つ
ば
さ
の
会
）

月 日 日、大阪府で開催された
ジュニアオリンピックカップ第 回全国都

道府県対抗中学バレーボール大会に、鹿西中
学校 年の高柳奈菜子さん（能登部下）が石
川県選抜チームの選手として出場しました。

中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報をお知

らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

年年末末をを彩彩るる、、癒癒ししのの鉢鉢植植ええ年末を彩る、癒しの鉢植え

月 日、中能登町ハウス
村で葉ボタンの鉢植えを作る
園芸講座が開催されました。
講師の工夫を凝らした指導

に、受講者はバランスを考え
ながら大小さまざまな葉ボタ

ンや色とりどりの花々を鉢に植え、お気に入りの鉢植えを作っていました。
花や木などの植物には、人の心を落ち着かせる 癒し効果 があります。日々の生活に上手く取り入

れ、毎日をいきいきと過ごしましょう。

人権作文コンテスト
表彰状を授与

月 日、入賞者 名に表
彰状が、また町内の各中学校
に感謝状が贈られました。
入賞（佳作）
鹿西中 年 永滝 唯
鹿西中 年 赤島 薫
鹿島中 年 清水 愛子

町の子どもたちのために
チャリティーカラオケ大会

月 日、ラピア鹿島で 歳
末たすけあいチャリティーカ
ラオケ大会 （主催 町文化
協会鹿島支部）が開かれ、

円が教育資金として町
に寄附されました。ありがと
うございました。

焼きみかんで体ぽかぽか
月 日、徳丸区の能登貴船神社で あだけ祭り

が行われました。
以前は、前日から集められた藁や薪などに火を放

ち、大声で あだけ（暴れ） 回った奇祭でしたが、
今は焼きみかんを食べ、一年間の無病を祈る祭りと
なりました。この日も集まった人々は燃え上がる炎
を囲み、アツアツの焼きみかんを食べ、体を温めて
いました。



日健
康
教
室

と
り
や
の
の
保
育
園

日豆
ま
き

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

あ
お
ば
保
育
園

つ
く
し
保
育
園

さ
く
ら
保
育
園

節
分
の
集
い

と
り
や
の
の
保
育
園

日講
演
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

日親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

さ
く
ら
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

大根 、塩小さじ 、
上新粉 、こしょう少々、
干しえび 、
さとう小さじ 、ねぎ 本、
ごま油大さじ 、
ロースハム 枚

たれ
ポン酢しょうゆ 大根おろし
でいただきます。

すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。

たんぽぽ保育園 こすもす保育園
あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園

日な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

す
く
す
く
相
談

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

伝
承
遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

お
正
月
遊
び
の
つ
ど
い

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

日お
正
月
茶
会

あ
お
ば
保
育
園

日お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

お
正
月
遊
び
の
つ
ど
い

つ
く
し
保
育
園

日す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

こ
す
も
す
保
育
園

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

つ
く
し
保
育
園

日手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

昔
か
ら

笑
う
門
に
は
福
来
る

と
言
い
ま
す
が
、
実
際
に

笑
う

こ

と
で
健
康
と
い
う

福

を
招
き
入
れ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
世
の
中
、大
い
に
笑
っ
て
健
康
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

子
ど
も
は
、
笑
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
新
し

い
年
も
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
、
そ
し
て
、
あ
ら
た
な

出
会
い
や
感
動
を
楽
し
み
に
…
。

今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作作

りり

方方

作

り

方

材材

料料
【【

人人
分分
】】

材

料
【

人
分
】

干しえびはぬるま湯 につけておく。 大根は皮をむいて
せん切りにし、ひたひたの水でゆでる。箸でつまんで切れるぐ
らいになるまでゆでて、ゆで汁と大根を分けてとっておく。
ハム、ねぎをみじん切りにする。 ボウルにすべての食材と調味
料を入れ、木べらでかるく混ぜる。（干しえ
びはつけ汁ごと、ゆで大根はアツアツのも
のを入れる） かたさをみながら、大根の
ゆで汁を少しづつ加えこねる。手でまるめ
られるくらいのかたさにする。 フライパ
ンに油をひき、こんがり焼き上げ、たれを
つけていただく。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

昔から 笑う門には福来る と言われています。

いつも笑いのある家には自然と幸せがやってくるという意味です。もちろん、怒っているより笑っている

方がいいことありそうですね。

実際 笑い は医学的にもさまざまな効果が立証され、自然治癒力を高めると言われています。家族や友

達との楽しい会話、落語やコメディ映画など、日常生活に 笑い を積極的に取り入れましょう

笑うのに費用はかかりません、大いに笑って元気に暮らしましょう

おいしく楽しい
かんたん スピードレシピ

もちろん、お腹を抱えて笑ったほうが効果は大きいようです。
笑いは人を健康にします。
ストレスがたまっているとき、そんな時は、わざと笑ってみませんか

・脳の老化防止になり、脳
を元気にする。
・脳の老化防止になり、脳
を元気にする。

脳脳のの血血液液のの流流れれがが脳の血液の流れが
活活発発にに活発に ・筋肉がよろこんで、しな

やかな肌に
・筋肉がよろこんで、しな
やかな肌に

顔顔のの筋筋肉肉顔の筋肉
（（表表情情筋筋））がが動動くく（表情筋）が動く

・免疫力が高まり細菌やウィルスを
排除する。
細胞（ナチュラルキラー細胞）

ガンの殺し屋。ガン細胞を抑える

・免疫力が高まり細菌やウィルスを
排除する。
細胞（ナチュラルキラー細胞）

ガンの殺し屋。ガン細胞を抑える

細細胞胞がが増増ええるる細胞が増える

・脳波で 波が多く出て感情を
豊かに さらに、リラックス
効果で、よく眠れる。

・脳波で 波が多く出て感情を
豊かに さらに、リラックス
効果で、よく眠れる。

快快感感神神経経をを刺刺激激快感神経を刺激

笑笑ううここととでで笑うことで
・腹筋・横隔膜をきたえる。
・内臓のマッサージ効果が
あり、消化を助け排便も楽
になる。

・腹筋・横隔膜をきたえる。
・内臓のマッサージ効果が
あり、消化を助け排便も楽
になる。

自自然然なな腹腹式式呼呼吸吸自然な腹式呼吸

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

とりやのの保育園地域子育てセン
ターで、ふれあい遊びが行われ、うさ
ぎさんになってみんなで楽しみまし
た。一人遊びから友達と一緒に遊ぶ楽
しさがわかるようになってきました。

ふふれれああいい遊遊びび ででふれあい遊び で
仲仲良良くく遊遊びびままししたた仲良く遊びました

子どもの生活習慣と食について
日時・場所 月 日（土）午前 時 分 たんぽぽ保育園
講師 中島 登 氏（中島薬局）

すすここややかかセセミミナナーーすこやかセミナー

子育て中のみなさん、子育てに不安や心配はありませんか。
子育てについて一緒に考えてみませんか。

テーマ やってあげる育児から見守る育児
日時・場所 月 日（月）午後 時 とりやのの保育園
講師 せいがの森保育園 園長 藤森平司氏（東京都）

著書 やってあげる育児から見守る育児

講講演演会会ののおお知知ららせせ講演会のお知らせ

は作り笑いでも
効果があります

笑笑いい笑い



お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
月
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
金
）

午
後

時

分

時

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

月

日
（
木
）

午
後

時

分

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
金
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

分

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

月

日
（
月
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

を
受
け
付
け
ま
す

平
成

・

年
度
の
工
事
・
設
計

コ
ン
サ
ル
及
び
物
品
建
物
管
理
業

務
に
つ
い
て
、
更
新
の
方
、
新
規
参

加
希
望
の
方
は
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

要
領
及
び
申
請
書
様
式
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

受
付
期
間

月

日

日

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
総
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

電
子
証
明
書
更
新
手
続
き

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
の
有
効
期
間
は
、
発
行
の
日

か
ら
起
算
し
て

年
間
で
す
。
本

サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成

年

月

日

か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

年

月

日
以
降
、
電
子
証
明
書

の
有
効
期
間
が
満
了
し
ま
す
。
有
効

期
間
が
過
ぎ
る
と
行
政
機
関
の
電
子

申
請
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
更
新
手

続
き
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
万

が
一
、
失
効
し
て
も
新
規
発
行
手
続

き
は
可
能
で
す
。

有
効
期
間
の
確
認
方
法

・
電
子
証
明
書
の
写
し
（
紙
媒
体
）

で
の
確
認

・
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト
の

証
明
書

表
示
ツ
ー
ル

に
よ
る
確
認

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

れ
た
住
基
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の

本
人
確
認
で
き
る
書
類

・
発
行
手
数
料

円

発
行
窓
口

・
住
民
課
、
各
庁
舎
窓
口
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
住
民
課
（
鹿
西
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月

日
（
火
）

月

日
（
火
）

午
前

時

午
後

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

た
め
の
年
金
申
告
説
明
会

ご
自
分
で
確
定
申
告
書
を
作
成

（
自
書
申
告
）
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
申
告
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
会
場
で
は
税
務
署
の
担
当

者
が
申
告
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）

午
前

時

時

午
後

時

時

ラ
ピ
ア
鹿
島

対
象収

入
が
公
的
年
金
等
の
み
の
方

ご
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申

告
書
、
確
定
申
告
の
手
引
、
筆
記
用

具
、
電
卓
、
印
鑑

添
付
書
類
と
し
て
必
要
な
も
の

・
平
成

年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票

・
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
）支
払
額
が
わ
か
る
も
の
、

及
び
国
民
年
金
の
控
除
証
明
書

・
生
命
、
損
害
保
険
料
支
払
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
害

者
手
帳

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医
療

費
の
領
収
書
（
支
払
額
を
集
計
し
た

も
の
）

・
還
付
申
告
は
、
還
付
金
の
振
込
先

ご
注
意

・
説
明
を
聞
き
な
が
ら
申
告
書
を
作

月

日
（
月
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

、

、

日

月

、

日

午
後

時

分

時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

困
り
ご
と
あ
り
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
開
始

時
間
ま
で
に
必
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
説
明
会
で
は
、
事
業
所
得
が

あ
る
方
な
ど
で
公
的
年
金
等
以
外
の

所
得
が
あ
る
方
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
税
務
署
個
人
課
税
第

部
門

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

を
ご
存
知
で
す
か
？

（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

か
ら
申
告
、
納
税
・
各
種
申
請
・
届

出
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

平
成

年
分
の
確
定
申
告
か
ら

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の

確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
利

用
し
て
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
、
同

コ
ー
ナ
ー
の
画
面
上
か
ら
そ
の
ま
ま

で
税
務
署
に
送
信（
申

告
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
ご
利
用
に
当
た
っ

て
は
、
事
前
に
電
子
申
告
等
開
始
届

出
書
の
提
出
と
電
子
証
明
書
の
取
得

等
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

）

）



中
能
登
町
将
棋
愛
好
会

新
春
将
棋
大
会

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）
午
前

時

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔

参
加
資
格

町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務
者

競
技
方
法

チ
ー
ム

名
（
個
人
参
加
可
）

参
加
費人

円
（
昼
食
代
含
）

子
ど
も
は
無
料

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
将
棋
愛
好
会

稲
葉

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

家
事
援
助
技
能
講
習

内
容身

近
な
食
材
を
使
っ
て
楽
し
く
ヘ

ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）
午
前

時

保
健
セ
ン
タ
ー
ろ
く
せ
い

月

日
（
火
）
午
前

時

保
健
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

月

日
（
火
）
午
前

時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

パ
ル
み
お
や

講
師中

能
登
町
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員各

会
場

人
（
受
講
料
無
料
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

お
申
し
込
み

各
会
場
の

日
前
ま
で
に
事
務
局

（

）
ま
で

男
女
共
同
参
画

地
域
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時
・
場
所

月

日
（
土
）

午
後

時

分

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔

内
容

・
講
演

瀬
地
山
角
氏
（
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
助
教
授
）

笑
っ
て
考
え
る
少
子
高
齢
社
会

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
社
会
と
男
女
共
同
参
画

七
尾
産
業
技
術
専
門
校

平
成

年
度
訓
練
生
募
集

募
集
科

計
測
制
御
技
術
科
（
定
員

名
）

対
象平

成

年

月
高
等
学
校
を
卒
業

見
込
み
、ま
た
は
高
等
学
校
以
上
を
卒

業
し
た
方
で
、概
ね

歳
以
下
の
方

試験運行日のみバス停・バス

時刻が変わります。

旧道は道幅が狭いため、路上

駐車をしないようお願いし

ます。また、大雪で、経路

を変更する場合があります。

バス停・バス時刻は、別チラ

シでお知らせします。

お問い合わせ

中能登町企画課

地域振興担当（鳥屋庁舎）

月 日 月 日 まで

毎週金曜日 に実施

出
願
期
間

月

日
（
金
）
ま
で

選
考
試
験
は

月

日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
産
業
技
術
専
門
校
訓
練
課

平
成

年

生
涯
学
習
の
つ
ど
い

テ
ー
マほ

っ
と
わ
が
町
ふ
れ
あ
い
と

心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）

午
後

時

分

ラ
ピ
ア
鹿
島

内
容

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
講
演

舞
の
海
秀
平
氏
（
元
力
士
・
大
相

撲
解
説
者
）

夢
は
か
な
ら
ず
か
な
う

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
生
涯
学
習
課

（
鹿
西
庁
舎
）

演
歌
や
歌
謡
曲
で
創
作
舞
踊

歌
謡
舞
踊
の
発
表
会

日
時
・
場
所

月

日
（
月
）
午
前

時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

お
問
い
合
わ
せ

事
務
局

亀
井

政治家の寄附行為などは されています

政治家は有権者に寄附を

．寄附の禁止
政治家（候補者、候補者になろうとする人、現に公職にある人）

が選挙区内の人に対して次のような寄附をすることは、禁止され

ています。

町内会などの集会への飲食代や品物の差し入れ

お中元やお歳暮など

出産、入学、卒業、就職などの祝い金や品物

開店祝いなどの花輪や祝い金有権者は政治家に寄附を

政治家から
有権者への寄附は

就職などの祝い金や品物

や祝い金

政治家の寄附行為などは されています禁禁止止禁止

贈贈ららなないい！！贈らない！

．．政政治治家家にに対対すするる寄寄附附のの勧勧誘誘・・要要求求のの禁禁止止．政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止

．．後後援援団団体体のの寄寄附附のの禁禁止止．後援団体の寄附の禁止

．．年年賀賀状状等等ああいいささつつ状状のの禁禁止止．年賀状等あいさつ状の禁止

．．ああいいささつつをを目目的的ととすするる有有料料広広告告のの禁禁止止．あいさつを目的とする有料広告の禁止

求求めめなないい！！求めない！

受受けけ取取ららなないい！！受け取らない！ 明るい選挙のイメージキャラクター
選挙のめいすい（明推）くん

知
的
障
害
者
複
合
施
設

つ
ば
さ
職
員
募
集

職
種栄

養
士
・
支
援
員

各

名

新
卒
可
、
有
資
格
者
優
遇

受
付
期
間

月

日
（
月
）
ま
で

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

つ
ば
さ
の
会

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

日時・場所

月 日（日）
らいちょうバレースキー場

参加対象・参加費
町民一般
小学 年生以上（保護者同伴）
大人 円、小学生 円
（保険、リフト 日券含む）

お申し込み
月 日までに鹿島体育セン

ター・鳥屋公民館・鹿西公民館
へお申し込みください。

お問い合わせ
中能登町生涯学習課
スポーツ担当（鹿西庁舎）

町町民民ススキキーー・・町民スキー・
ボボーードド教教室室ボード教室

かしま循環バス ゆう友バス まほろば号 が の施設に相互乗り入れします。
乗り継ぎなしで行くことができます。

かしま循環バス ゆう友バス まほろば号 黄色



冬
の
時
期
を
迎
え
、
降
雪
に
よ
り
消
火
栓
や
防
火
水

槽
が
雪
に
埋
ま
り
、
い
ざ
火
事
と
な
っ
た
と
き
、
消
火

活
動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
消
防
車
等
で
除
雪
作
業
に

廻
っ
て
い
ま
す
が
、
行
き
届
か
な
い
事
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

家
の
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

日時・場所
月 日（土）午後 時 分 ラピア鹿島

当日は人形劇やかるた・ゲームがあります。
みんなできてね

ピア鹿ア鹿島
ます。

新刊の を紹介します

屯倉・国造・中務省・
白馬節会 など、日本古
代史に登場する言葉。何
て読むのだろうと疑問に
思われた方にお薦め
ふりがな付きの年表です。
どうぞご利用ください。

。

日本古代史年表

新年は、
月 日 から、
平常通り開館
します。

新年は、
月 日 から、
平常通り開館
します。

冬本番、風邪の季節が到来しました。風邪予
防や健康に関する本をご紹介します。

旬報社
ダイヤモンド社

ジャパンタイムズ

どうぞご利用ください。

イムズ

知知っってて安安心心かかぜぜ対対策策知って安心かぜ対策
免免疫疫力力をを高高めめるる のの方方法法免疫力を高める の方法
健健康康問問答答でで気気ににななるる症症状状ががわわかかるる本本健康問答で気になる症状がわかる本

日
時

月

日
（
日
）
午
前

時

分

場
所中

能
登
町
役
場
鳥
屋
庁
舎
前
駐
車
場

式
典
終
了
後
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

樂
満

新
吾

吉
岡
真
紀
子
（
徳

前
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

今
井

玲

臣

宏
晃

（
久

江
）

大
塚

唯

葉

卓

（
二

宮
）

松
本

大

和

陽
平

（
能
登
部
上
）

白
藤

天

夢

武

（
黒

氏
）

村
上

心

椛

哲
生

（
瀬

戸
）

清
水

楓

來

泰
斗

（
二
宮
あ
お
ば
台

）

川
口

颯

月

勇

（
春

木
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住

所

北

原

正

七

歳
（
春

木
）

北

原

力

一

歳
（
春

木
）

清

水

す
げ
の

歳
（
黒

氏
）

野

弘

子

歳
（
瀬

戸
）

澤

井

和

彦

歳
（
黒

氏
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町
・
県
民
税

第

期

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
の
相
談
は

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月

日

藤
田
医
院

日

毛
利
医
院

月

日

な
か
お
内
科
医
院

日

安
田
医
院

日

今
井
医
院

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

日

鍛
治
医
院

日

藤
田
医
院

日

な
か
お
内
科
医
院

日

毛
利
医
院

日

鍛
治
医
院

月

日

安
田
医
院

日

今
井
医
院

日

藤
田
医
院

月

日

せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

桜
井
小
児
科
医
院

月

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日日

や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

恵
寿
総
合
病
院

日

桜
井
小
児
科
医
院

月

日

国
立
七
尾
病
院

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

恵
寿
総
合
病
院

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

日

羽
坂
・
大
槻
・
春
木
・
瀬
戸

花
見
月
・
末
坂
・
深
沢

月

日

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

月

日

日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄
・
羽
坂
・
大
槻

春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月
・
末
坂
・
深
沢

月

日

日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

月

日

日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

福
田
・
藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

月

日

日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

月

日

日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山
・
金
丸

月

日

月

日

受
付
分

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）
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おおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれ

今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は

北口　愛斗くん　（６ヵ月）
謙吾さん、有加さんご夫婦の次男（良川）

まな 　 と

パパ・ママからひとこと
わが家のアイドル、まなぴーs　上の２人にもまれて

たくましくなれよ¡おもいやりのある子になってね。

　このコーナーで紹介する３歳以下のお子さんを次のとおり
募集します。お気軽にお申込ください。

お子さんの写真とお子さんへのことば（40字以内）を郵送ま
たは持参してください。※デジタルカメラで撮影した場合、
データをお持ちいただくとよりきれいに仕上がります。

親子ミニ門松づくり親子ミニ門松づくり親子ミニ門松づくり

　12月21日、あおば保育園で、新年がより良い年になるように願いを込

めて、ばなな組の親子29組が力を合わせ、かわいい「ミニ門松作り」に

挑戦しました。

　講師の石川県生涯学習インストラクターの方々の丁寧な指導のもと、

竹、松、赤色の実の南天や町ハウス村で作った葉牡丹を竹筒にたてて、

小さいながらも新年を迎える我が家の玄関を飾る門松を作り上げ、子

どもたちは満足そうな笑顔を浮かべていました。

笑笑笑かわいいかわいい　    顔募集します顔募集します¡かわいいかわいい　    顔募集します顔募集します¡かわいい　  顔募集します¡

●応募方法

●お申し込み・お問い合わせ
〒929-1792　鹿島郡中能登町末坂９部46番地

中能登町企画課　℡74-2806




